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長寿命化改質アスファルト「シナヤカファルト」

による舗装長寿命化の取組み

ニチレキ(株) 中国支店
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道路施設老朽化の背景

道路の
老朽化

管理延
長増大

事業費
減少

管理者
減少
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インフラ長寿命化基本計画
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□『舗装点検要領』の制定（H28.10）

○点検要領の位置付け

・舗装の長寿命化

・ライフサイクルコスト(LCC)の削減

効率的な修繕の実施

道路特性に応じて

走行性、快適性の向上を図る

舗装点検要領
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路盤まで損傷した場合、費用は３倍以上、工事期間は４倍

舗装点検要領 路盤以下の層の保護の重要性（アスファルト舗装）
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ひび割れ発生→ 進行すると雨水が路盤以下の層へ・アスコン自体も剥離進行
→ 路盤以下の層が損傷（脆弱化）→ 舗装体として支持力が低下
→ 表層等切削オーバーレイしても早期劣化
→ 路盤からの打換えが必要（費用増大）
となるため、ひび割れを封かんして路盤以下の層を損傷させない観点が必要

舗装点検要領 路盤以下の層の保護の重要性（アスファルト舗装）

要領 P28

8長寿命化改質ｱｽﾌｧﾙﾄ「ｼﾅﾔｶﾌｧﾙﾄ」を開発

表層材がひび割れしなければ、水の侵入を抑制できる
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シナヤカファルト混合物の特徴
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①ひび割れ抵抗性が高く、ひび割れ伝播速度が遅いため長期間
のひび割れ発生が抑制できる。またわだち掘れは改質Ⅱ型と
同程度であり補修回数が削減されて舗装の長寿命化が図れる。

③等値換算係数は1.7の期待値（室内試験結果）を有し、構造強化
にも繋がる。
疲労破壊輪数式からの耐用年数は、 N5交通で約31年、N6交通
で21年となる

②補修回数を削減でき、周辺住民や環境への負荷が低減できる。
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シナヤカファルト混合物の曲げ性能
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ストレートアスファルト 改質アスファルトⅡ型 シナヤカファルト
（長寿命化改質ｱｽﾌｧﾙﾄ）
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アスファルトの特性

ストアスストアス

高温で液体
（粘性体）

低温で個体
（弾性体）

改質ＡＳ改質ＡＳ
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シナヤカファルトのバインダ性状
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弾性損失率は、DSR試験によりアスファルト粘弾性を測定
して得られる指標
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DSR試験状況

バインダの
粘弾性状がわかる
･貯蔵弾性率 E
･損失弾性率 E

バインダ

ＤＳＲ試験とは

・応力
（内部に発生する力）
・ひずみ
（外力を加えた時の形状変化）
・位相角

DSR(Dynamic Shear Rheometer)
動的 剪断 粘弾性測定装置
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ＤＳＲ試験による複素弾性率Ｇ*の算出方法

iG’’(損失弾性率)

G’(貯蔵弾性率)

粘性的
液体っぽさ

弾性的
固体っぽさ

●

G*(複素弾性率)
G*＝G‘＋iG”

δ(位相角)

粘性と弾性の性質をどのくらい持っているかわかる

弾性δ=0°

粘
性
δ=
90
°
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ＤＳＲ試験のよる疲労ひび割れ抵抗性の評価

・G*sinδ ：疲労ひび割れ抵抗性の指標

→ 小さいほど、ひび割れしにくい

G*：複素弾性率 sin：位相角 δ：変量

改質Ⅱ型（25℃） ：16.0✕106
シナヤカファルト（25℃）： 2.5✕106

⇒ シナヤカファルトは、ひび割れしにくい



Copyright(c) NICHIREKI CO.,LTD. All rights reserved.

シナヤカファルト混合物の性能評価項目
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パターン1：新設（あるいは表基層オーバーレイ）

パターン2：オーバーレイあるいは切削オーバーレイ
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ひび割れ貫通試験方法
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ひび割れ貫通試験の評価方法
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ひび割れ貫通試験結果
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ひび割れ伝播速度の評価結果
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ホイールトラッキング試験結果（わだち掘れ抵抗性）
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曲げ疲労試験
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曲げ疲労試験状況
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曲げ疲労試験の結果

25



Copyright(c) NICHIREKI CO.,LTD. All rights reserved.

改質AS混合物における等値換算係数

舗装設計便覧（平成18年度）日本道路協会」では「改質アスファルト
を使用する場合には、その強度に応じた等値換算係数を設定する
（P.79抜粋）」と記述があるものの、「舗装設計便覧（平成18年度）P.81」
には、以下のように示されている。

・新たな材料・工法については、その強度などに応じた等値換算係
数を道路管理者が設定することで、ＴＡ法の適用が可能となる。

・試験舗装を通じて等値換算係数を求めるためには、多大な費用と
時間を必要とするため、室内試験から等値換算係数を評価するこ
ともできる。

そこで、「アスファルト混合物の曲げ疲労試験」と「ダイナミックモジュ
ラス試験」を使用し、「シナヤカ混合物」の等値換算係数αsinを求め、こ
れを用いて長寿命化効果について検証した。 26
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TA係数α導出
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ここに、
σ ： 供試体に生じる応力（N/㎜ 2）
ε ： 供試体の破壊ひずみ(μm) b ： 供試体の幅（cm）
E ： 供試体の弾性係数(Mpa) h ： 供試体の高さ（cm）
Ni ： 破壊回数

シナヤカ混合物のTA係数α導出は、曲げ疲労試験の考え方に

基づいてストアス混合物（ｓｔ）とシナヤカ混合物（sin）の比を求

める式（1）を作成し、ストアス混合物（1cm）に対するシナヤカ

混合物の厚さ（ｈ）の比を導出した。

1
・弾性係数E

・破壊ひずみε ⇒ 曲げ疲労試験

⇒ ダイナミックモジュラス試験

（ＤＭ試験）
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TA係数α導出方法

28・弾性係数E⇒ダイナミックモジュラス(DM)試験（15℃）
弾性係数Ｅ＝応力σ／破壊ひずみε

・破壊ひずみε⇒曲げ疲労試験（15℃）
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曲げ疲労試験およびＤＭ試験結果
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ひずみと疲労破壊回数の関係 DM試験結果から得られた
周波数と弾性係数の関係
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TA係数α導出

30

ストアス混合物のTAは1cm=1.0である。シナヤカ混合物は、ストアス混合物

の等値換算係数に対して1.7倍（1.0cm/0.59cm）の期待値と評価した。
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厚さ
(cm)

既設アスコン(表層) 5

既設アスコン(基層) 5

設計CBR：8 40

 ③計画交通量における疲労破壊輪数（10年）

 ⑤不足等値換算厚（②－③） -4.50

 ①交通量区分 N5

 ②必要等値換算厚（TA） 19

1,000,000

 ④残存等値換算厚（Tao）
14.50

5cm×0.7＋5cm×0.7＋15cm×0.3＋15cm×0.2

項　　目 既設舗装（中度損傷を想定）

既
設
舗
装
構
成
図

既設上層路盤 15

既設下層路盤 15

路　     床

既設舗装損傷中度の評価例（N5、設計CBR:8）
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厚さ
(cm)

厚さ
(cm)

厚さ
(cm)

密粒AS（ストアス） 5 密粒AS（改質Ⅱ） 5 密粒AS（シナヤカ） 5
既設アスコン(基層) 5 既設アスコン(基層) 5 既設アスコン(基層) 5

設計CBR：8 設計CBR：8 設計CBR：8

 ⑦直接工事費（円／㎡）

 ⑨年間コスト（円/㎡）　⑦／⑧ 595 610 378

 総合評価 ○ △ ◎

2,200 2,500 4,800

 ⑧設計年数 3.7 4.1 12.7

 ⑥補修後の等値換算厚

16.00 16.25 19.50

5cm×1＋5cm×0.7＋15cm×0.3
＋15cm×0.2

5cm×1.05＋5cm×0.7＋15cm×
0.3＋15cm×0.2

5cm×1.7＋5cm×0.7＋15cm×
0.3＋15cm×0.2

路　     床 路　     床 路　     床

40 40 40

既設下層路盤 15 既設下層路盤 15 既設下層路盤 15

修
繕
後
の
舗
装
構
成
図

既設上層路盤 15 既設上層路盤 15 既設上層路盤 15

項　　目

設計案Ａ 設計案Ｂ 設計案Ｃ

切削OL 13cm
(表基層ストアス)

切削OL 12cm
（表層Ⅱ型改質）

切削OL　5cm
（表層シナヤカ）

切削OL5cmの設計例（N5、設計CBR:8）
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信頼度90％10年設計の例（N5、設計CBR:8）

33

厚さ
(cm)

厚さ
(cm)

厚さ
(cm)

密粒AS（ストアス） 6 密粒AS（改質Ⅱ） 6 密粒AS（シナヤカ） 5
密粒AS（ストアス） 7 密粒AS（改質Ⅱ） 6 既設アスコン(基層) 5

設計CBR：8 設計CBR：8 設計CBR：8

 ⑦直接工事費（円／㎡）

 ⑧設計年数 10.0 10.0 10.0

5,100 6,300 4,800

 ⑥補修後の等値換算厚

19.60 19.50 19.50

6cm×1＋7cm×1＋12cm×0.3＋
15cm×0.2

 ⑨年間コスト（円/㎡）　⑦／⑧ 510 630 480

 総合評価 ○ △ ◎

5cm×1.7＋5cm×0.7＋15cm×
0.3＋15cm×0.2

路　     床 路　     床 路　     床

40 40 40

6cm×1.05＋6cm×1.05＋13cm×
0.3＋15cm×0.2

既設上層路盤 12 既設上層路盤 15

既設下層路盤 15

既設上層路盤 13

既設下層路盤 15

修
繕
後
の
舗
装
構
成
図

項　　目

設計案Ａ 設計案Ｂ 設計案Ｃ

切削OL 13cm
(表基層ストアス)

切削OL 12cm
（表層Ⅱ型改質）

切削OL　5cm
（表層シナヤカ）

既設下層路盤 15
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中国管内のシナヤカファルト実績
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番号 施工年度 都道府県 発注官庁 案件名/施工箇所 施工面積㎡ 　厚さ㎝ 表層/基層 TA=1.7適用 備考

1 2019年11月 広島県 広島県 一般国道186号 1,570㎡ 4㎝ 表層

2 2019年12月 広島県 広島県 一般国道375号 1,110㎡ 5㎝ 表層

3 2020年1月 広島県 道路公社 広島熊野道路 1,180㎡ 13㎝ 基層・表層 〇

4 2020年2月 広島県 広島市 佐伯2区36号線 2,400㎡ 5㎝ 表層

5 2020年2月 広島県 広島県 一般国道375号 1,900㎡ 5㎝ 表層

6 2020年2月 広島県 東広島市 西条地区/広島県東広島市西条土与丸 850㎡ 4㎝ 表層

7 2020年3月 広島県 広島県 一般国道375号 1,400㎡ 5㎝ 表層

8 2020年3月 広島県 広島県 主要地方道　広島三次線 5,200㎡ 5㎝ 表層

9 2020年6月 広島県 広島市 主要地方道　広島湯来線 1,300㎡ 5㎝ 基層

10 2020年9月 鳥取県 米子市役所 市道河崎上彦名線 1,076㎡ 5㎝ 表層 〇

11 2020年3月 広島県 広島県 一般国道375号 1,400㎡ 5㎝ 表層

12 2020年3月 広島県 広島県 主要地方道　瀬野川福富本郷線 1,200㎡ 4㎝ 表層

13 2020年11月 広島県 府中市 芦田川右岸線 3,200㎡ 5㎝ 表層 〇

14 2021年2月 広島県 広島県 高速１号線 5400㎡ 11㎝ 中間層・基層 〇

15 2021年2月 島根県
松江

国道事務所
国道9号太田地区 4,500㎡ 5㎝ 基層

16 2021年3月 広島県 広島県 主要地方道　広島三次線 2,500㎡ 5㎝ 表層

17 2021年4月 鳥取県 米子市 市道長宗像砂町線 1,000㎡ 12㎝ 表層/基層 〇

18 2021年9月 島根県
浜田河川
国道事務所

国道9号三隅地区 7,500㎡ 5㎝ 表層 〇 発注者指定型

39,286㎡合　　　計
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施工状況
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ご清聴ありがとうございました。
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TA係数α導出

37

ここに、
σ ： 供試体に生じる応力（N/㎜ 2）
ε ： 供試体のひずみ(μm) b ： 供試体の幅（cm）
E ： 供試体の弾性係数(Mpa) h ： 供試体の高さ（cm）
M ： 供試体に与えた荷重によって生じるモーメント（N･m）
I ： 供試体の断面2 次モーメント（㎜ 4）

シナヤカ混合物のTA係数α導出は、曲げ疲労試験の

考え方を採用
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TA係数α導出
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そこで、式（4）により、ストアス混合物（ｓｔ）とシナヤカ混合物（sin）

の比を求める式（5）を作成した。

シナヤカ混合物（sin）の等値換算係数（α）は、式（5）を変形した式

（6）に基づき、ストアス混合物（1cm）に対するシナヤカ混合物の厚さ

（ｈ）の比を導出する。


